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建材情報交流会 －建築材料から「環境」を考える－

第３０回 建材情報交流会（平成２２年７月１６日）

「等級４（次世代省エネ基準）対応等級４（次世代省エネ基準）対応
グラスウール充填断熱工法についてグラスウール充填断熱工法について」



基本概念基本概念

断熱材を隙間なく施工します断熱材を隙間なく施工します

床下や小屋裏から外壁・間仕切壁床下や小屋裏から外壁・間仕切壁
に外気が入り込まないようにしますに外気が入り込まないようにします
（気流止め）（気流止め）

外壁を独立した空間にする

間仕切り壁に外気を入れない

室内側に防湿層を連続させます室内側に防湿層を連続させます

床下や小屋裏から外壁・間仕切壁に
外気が入り込むと
●冷暖房のロス
●結露が発生する危険性 といった問
題が発生する恐れがあります。
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気流止めについて気流止めについて

2



断熱構造とする部分断熱構造とする部分
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施工の基本施工の基本
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土間床の施工（玄関･勝手口）土間床の施工（玄関･勝手口）

室内に外気が入らないよう基礎と土台の間は気密パッキンで室内に外気が入らないよう基礎と土台の間は気密パッキンで
隙間を塞ぎます。隙間を塞ぎます。

概ね４㎡程度の場合は土間床の概ね４㎡程度の場合は土間床の
断熱が省略できます。断熱が省略できます。

断熱施工する場合は基礎外周立断熱施工する場合は基礎外周立
ち上がりち上がり((内側か外側又は両側）内側か外側又は両側）
に断熱材を施工します。に断熱材を施工します。
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土間床の施工（浴室）①土間床の施工（浴室）①
土間床外周部に断熱材を施工します。土間床外周部に断熱材を施工します。

点検口も断熱材で塞ぐか、脱衣所まで基礎でくるみ基礎外周部を断熱し、気密点検口を設けます。点検口も断熱材で塞ぐか、脱衣所まで基礎でくるみ基礎外周部を断熱し、気密点検口を設けます。

ユニットバス型のユニットバス型の浴室下部の床に相当する部分が断熱さ浴室下部の床に相当する部分が断熱さ
れている場合れている場合には、には、壁･床との取り合い部に適当な気流止壁･床との取り合い部に適当な気流止
めめが設置され、が設置され、床下換気を確保する床下換気を確保することで土間床外周部ことで土間床外周部
の断熱施工を省略できます。の断熱施工を省略できます。
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土間床の施工（浴室）②土間床の施工（浴室）②

壁にアクリアネクストを充填し、防湿フィルムの耳を柱･間壁にアクリアネクストを充填し、防湿フィルムの耳を柱･間
柱･桁･梁･土台の見附面に留付けフィルムの継ぎ目をボー柱･桁･梁･土台の見附面に留付けフィルムの継ぎ目をボー
ド等で押さえ付けます。（胴縁材等で押さえ付けても可）ド等で押さえ付けます。（胴縁材等で押さえ付けても可）

ボードが張れない場合は別張りシートを張り、シートの四隅ボードが張れない場合は別張りシートを張り、シートの四隅
を胴縁材等で押さえ付ける方法もあります。を胴縁材等で押さえ付ける方法もあります。

ユニットバス設置前に必ず外壁の断熱・防露施工を行います。ユニットバス設置前に必ず外壁の断熱・防露施工を行います。

【【正しい施工正しい施工】】
ユニットバス設置前に断熱材の充填、ボードの張り上げが完ユニットバス設置前に断熱材の充填、ボードの張り上げが完
了している。了している。

【【間違った施工間違った施工】】
壁の断熱材は充填されていますが、防湿フィルムの継ぎ目壁の断熱材は充填されていますが、防湿フィルムの継ぎ目
が押さえられていません。が押さえられていません。 ユニットバスを設置してしまうとユニットバスを設置してしまうと
フィルム継ぎ目の処理（押さえやテープ止め）が出来ません。フィルム継ぎ目の処理（押さえやテープ止め）が出来ません。
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土間床に必要な断熱性能土間床に必要な断熱性能
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床の施工（一般の床）床の施工（一般の床）

一般の床については防湿層の施工が省略できます。一般の床については防湿層の施工が省略できます。

ただし防露上必要な気密処理として、床下地材は下地のある部分でつなぐか、目地ただし防露上必要な気密処理として、床下地材は下地のある部分でつなぐか、目地
を気密テープで塞ぎます。（実付き合板の場合はテープ不要）を気密テープで塞ぎます。（実付き合板の場合はテープ不要）
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床の施工（一般の床・①剛床）床の施工（一般の床・①剛床）
（１）剛床の場合（１）剛床の場合

・土台、大引間にアクリアＵボードを充填します。・土台、大引間にアクリアＵボードを充填します。

・剛床の場合、床下地材で床下からの気流が止められます。・剛床の場合、床下地材で床下からの気流が止められます。
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床の施工（一般の床・②根太床）床の施工（一般の床・②根太床）
（２）根太床の場合（２）根太床の場合
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床の施工（外気に接する床）床の施工（外気に接する床）
（３）外気に接する床の場合（３）外気に接する床の場合

･室内側の防湿シートは床下地材を張る前に施工してください。･室内側の防湿シートは床下地材を張る前に施工してください。 断熱材は下からでも施工できます。断熱材は下からでも施工できます。

･剛床の場合は床下地材を施工する事で気流が･剛床の場合は床下地材を施工する事で気流が
止まります。止まります。

･根太床の場合、根太間から外気が入らないよう･根太床の場合、根太間から外気が入らないよう
に気流止めを施工します。に気流止めを施工します。

床下地材を張る前に防湿シー床下地材を張る前に防湿シー
トを施工します。トを施工します。

防湿シートを床下地材で押さえ防湿シートを床下地材で押さえ
付けます。付けます。

下からアクリアＵボードを下からアクリアＵボードを
施工します。施工します。
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床に必要な断熱性能床に必要な断熱性能
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壁の施工（大壁）①壁の施工（大壁）①
（１）大壁の施工（１）大壁の施工
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壁の施工（大壁）②壁の施工（大壁）②
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壁の施工（開口部回り）壁の施工（開口部回り）
（２）開口部回り（２）開口部回り
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壁の施工（筋交い部）壁の施工（筋交い部）
（３）筋交い部分の施工（３）筋交い部分の施工
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壁の施工（真壁）壁の施工（真壁）
（４）真壁の施工（４）真壁の施工

・真壁の場合は、全辺にボード受けを施工し、断熱材充填後防湿シートをボード受けに留付けます。・真壁の場合は、全辺にボード受けを施工し、断熱材充填後防湿シートをボード受けに留付けます。

・真壁の場合、断熱材の厚さに注意してください。・真壁の場合、断熱材の厚さに注意してください。
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壁に必要な断熱性能壁に必要な断熱性能
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コンセントボックス・配管回りコンセントボックス・配管回り
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天井の施工①天井の施工①
別張り防湿シートが防湿層になります。別張り防湿シートが防湿層になります。

小屋裏の外気が壁内に入らないように気流止めを施工します。小屋裏の外気が壁内に入らないように気流止めを施工します。

（１）外壁との取り合い（１）外壁との取り合い

防湿フィルム付き断熱材を２層重ねて施工する場合は、防湿シートの別張りが必要です。防湿フィルム付き断熱材を２層重ねて施工する場合は、防湿シートの別張りが必要です。
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天井の施工②天井の施工②

（２）間仕切り壁との取り合い（２）間仕切り壁との取り合い
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天井の施工③天井の施工③
（３）傾斜天井（３）傾斜天井

（４）下屋（４）下屋



天井に必要な断熱性能天井に必要な断熱性能

24



屋根の施工屋根の施工

（壁にアクリアネクスト（壁にアクリアネクスト14K105mm14K105mmを使用）を使用）
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